
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年４月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３門第１４０号 

事故等種類 運航阻害 

発生日時 平成２５年９月３０日（月） １５時１０分ごろ 

発生場所 山口県萩市相
あい

島北方沖  

萩市所在の萩相島灯台から真方位３５３°４.１海里付近 

 （概位 北緯３４°３５.０′ 東経１３１°１６.０′） 

事故等調査の経過  平成２５年１０月１７日、本インシデントの調査を担当する主管調

査官（門司事務所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 おにようず、２５８トン 

 １３５３３５、萩海運有限会社 

 乗組員等に関する情報 機関長、四級海技士（機関）（履歴限定、機関限定） 

 死傷者等 なし 

 損傷 右舷主機 クランク軸、主軸受等に焼損 

右舷主機ピストン 右バンク４番シリンダ及び左バンク６番シリンダ

のピストン第１ランドに欠損 

右バンク４番シリンダのトップリング及び２番ピ

ストンリング並びに左バンク６番シリンダのトッ

プリングに折損 

右舷主機右バンク前側及び左バンク後側の各過給機のタービンブレー

ドに欠損及び曲損 

 事故等の経過 本船は、船長及び機関長ほか３人が乗り組み、旅客７人及び機関整

備業者の社員２人を乗せ、相島北方沖を萩市萩港に向けて航行中、平

成２５年９月３０日１５時１０分ごろ、右舷主機の排気温度が高くな

るとともに、排気色が黒くなり、潤滑油圧力低下警報装置が作動した

ので、右舷主機を停止した。 

機関長及び機関整備業者の社員は、右舷主機を点検したところ、潤

滑油補給キャップが外れて潤滑油が漏れていたので、燃焼ガスが吹き

抜けてクランク室ミスト圧が上昇したものと判断し、右舷主機の運転

を断念した。 

本船は、左舷主機で航行を続け、定刻より約２５分遅れで萩港に入

港した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南東、風速 約２m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 その他の事項 

 

右舷主機は、平成２３年１１月に開放整備が実施され、全シリンダ

のピストン、インジェクター等が新替えされた。 



 

主機は、運転時間が約３００時間ごとに乗組員によって潤滑油フィ

ルタが新替えされていたが、本インシデント後、同フィルタは、燃焼

ガス、金属粉等による目詰まりが確認された。 

本船は、平成２５年９月２７日に右舷主機左バンク後側の過給機か

ら異音が発生し、２９日に同過給機からの異音が大きくなってきたの

で、３０日１２時４０分の萩港発便から機関整備業者の社員が乗船

し、運転状況の点検を行っていた。 

右舷主機は、本インシデント後、インジェクターの作動に異常のな

いことが確認された。 

主機は、主機開放整備時にピストンリングが折損していたことはあ

ったが、本インシデント時のように損傷が拡大したことはなかった。 

本船は、荒天時等において、過負荷警報のランプが点灯して操縦ハ

ンドルを下げたことがあり、入港が遅れることがあった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

あり 

なし 

本船は、相島北方沖を航行中、右舷主機のクランク室に燃焼ガスが

吹き抜け、潤滑油が汚損して潤滑油フィルタが目詰まりし、同フィル

タのバイパスバルブが開弁して汚損した潤滑油が各部へ供給されたこ

とから、クランク軸等が焼損して右舷主機の運転ができなくなり、運

航が阻害されたものと考えられる。 

 右舷主機は、ピストン第１ランド、ピストンリング及び過給機ター

ビンブレードの損傷状況、排気温度の上昇状況等から、燃焼不良を生

じるとともに、燃焼ガスがクランク室に吹き抜けたものと考えられ

る。 

右舷主機は、荒天時等に過負荷運転され、ピストン第１ランド、ト

ップリング等が損傷した可能性があると考えられるが、損傷に至った

状況を明らかにすることはできなかった。 

過給機のタービンブレードの損傷は、ピストン第１ランド等の破損

片による二次損傷と考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、相島北方沖を航行中、右舷主機のクラ

ンク室に燃焼ガスが吹き抜け、潤滑油が汚損して潤滑油フィルタが目

詰まりし、同フィルタのバイパスバルブが開弁して汚損した潤滑油が

各部へ供給されたため、クランク軸等が焼損して右舷主機の運転がで

きなくなったことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・主機は、荒天時、過負荷運転とならないよう、早めに操縦ハンド

ルを下げることが望ましい。  


